
□ JR市川駅から徒歩約16分、京成市川真間駅から徒歩約12分
□ お車でのご来館はご遠慮ください。

千葉県市川市真間5-1-18　TEL 047-374-7687

村松秀太郎 略歴
１９３５（昭和10）年　静岡県に生まれる
１９６１（昭和36）年　東京藝術大学美術学部絵画学科卒業
　　　　　　　　　第25回新制作展で≪人体Ａ≫初入選（以後連続入選）
１９６３（昭和38）年　東京藝術大学日本画専攻科修了、新制作展新作家賞受賞
１９６６（昭和41）年　市川市に住居を構える
１９７３（昭和48）年　グループ＜メガロパ＞結成、第１回展開催（～’78第５回まで）
１９７４（昭和49）年　第１回創画展で≪闘争≫が初入選（以後連続入選）
１９８１（昭和56）年　山形県金山町役場の大壁画≪団結、力、調和≫完成（2.6×32 m）
１９８３（昭和58）年　静岡県清水市（現 静岡市清水区）の新庁舎大壁画
　　　　　　　　　≪海の子讃歌≫完成（4×10m/陶板）
１９８８（昭和63）年　筑波大学助教授就任（’92～’98同大学教授就任）
１９９５（平成 7）年　日本経済新聞連載「失楽園」（渡辺淳一著）の挿絵担当
１９９９（平成11）年　増上寺（東京都港区）中広間襖絵≪双龍と天女≫完成
２０００（平成12）年　大阪芸術大学教授就任（～’08）、創画会脱会
２００９（平成21）年　「村松秀太郎展－愛と生の讃歌」開催（市川市芳澤ガーデンギャラリー）

市川市では、ゆかりの文化人や芸術家を広く紹介するために「市川の文化
人展」を開催しています。今回は、市制施行80周年を記念して、日本画家 
村松秀太郎氏（1935－）をご紹介します。
村松秀太郎氏は、静岡県に生まれ、東京藝術大学日本画専攻科修了後、
新制作展や創画会を中心に活躍し、その作品は日本画において、ひときわ
異彩を放ち、観る者に強烈な印象と衝撃を与えてきました。日本画の真髄を
追い求め、心に響く魂の叫びを大胆に表現する姿は日本画の改革者とい
えます。
作品のテーマは、生と死、そして愛。永遠のテーマを描き続ける村松芸術
の世界をぜひご覧ください。

●村松秀太郎ギャラリートーク（入館料のみ必要、先着50名）
　２月８日（土）、３月８日（土）14：00～
●ギャラリーコンサート（入館料のみ必要、先着50名）
　２月23日（日）14:00～15:00
　演奏：林愛美（フルート）・小池真衣（ピアノ）
　３月２日（日）14:00～15:00
　演奏：山口尚記（バイオリン）・中山千晶（ピアノ）
●お茶席（入館料のほか、一席500円必要）
　２月８日（土）、３月８日（土）10：00～16：00
　 ※イベント開催時には会場が混雑する場合がございます。ご了承ください。
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第１５回　市川の文化人展　日本画の改革者　村松秀太郎展
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【作品名・制作年】
１ ≪奔馬≫（1978年）
２ ≪海の番犬≫（1990年）

３ ≪棄民≫（1992年）
４ ≪千手観音≫（2004年）


